
 

議案第３３号     

 

公の施設の指定管理者の指定について（南あわじ市吹上浜野外教 

育センター） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者として次のとおり指定することについて、同条第６項の規定により、

議会の議決を求める。 

 

  令和３年２月２４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘 

 

 

記 

 

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称 

   南あわじ市吹上浜野外教育センター 

 

２ 指定管理者となる団体 

   所在地  南あわじ市阿万吹上町７１７番地 

   名 称  吹上町自治会 

         自治会長  阿 部 錦 也 

 

３ 指定の期間 

   令和３年４月１日から令和８年３月３１日 

 



【衛 あわ じ市吹上浜Ｓ外教育セ ンタ ー】

指定管Ｓ者候補者ｉｌ定に 関す る資料

指定 管ｌｌ者 指定 串請書 ＰＩ

Ｐ５

指定 管ＩＩ者 候補 者団 体概 要書 ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●　 Ｐ２

指定 管Ｓ を行 う施 設の 事業 計回 書・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・　 Ｐ３

指定 管ＩＩに 係る 収支 計回 書● ●● ●● ●● ●● ●● ●● ・● ●● ●● ●　 Ｐ４

指定管ｌｌ業務にかかる基本協定書 （案 ）　 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・　 Ｐ６



（要項様式２号）

指定¶ｉＳ者指定串請書

指定を

受けよ

うとす

る団体

名　　　称
吹上町自治会

事務 所の

所　 在　地

南あわじ市隠万吹上町

管理 を行 おう とす

るむ の施 設の 名称 南あわし湖上浜ＩＲト教育センター
が

添付書類

□　 団体の活動内 容、 経営状Ｓ等

を説明する書類

図　事業ぎ十ミ甎

□　 指定管を鷆提示書

口　 連帯保ａ人選任霾 ・承諾書

□　 串ａ資格を確認する書Ｓ

図収ま１けミ鼈

ロ　 グループ結成届

［Ｒ］そのｆｔ！｜（ 回ｆ本概要Ｉ）

（事務処理欄）
ｇ
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（要項様式３号）

回体概要書

フ　　 リ　　 ガ　　す

団　 体　 名　称

吹上町自治会

フ　　 リ　　 カ　　ナ

代　 表　 惹　監
阿部太治

所　　 在　　地
南あわし市隠万吹上町

電　 話　 番　号

　

ＦＡ Ｘ番号

゛ご洛

設立 年９日
平成２４年３月２３日

主な 事業 活動

（沿 革等）

団体 の特 色及び

経　 営　 愬　針

免許 ・登 録等

ミ

Ｘ

構　 成　 員　数

（従 業員 数）

指定管理者

制糜担当者

Ｅ　　　　　名

電　 §き　 番　号

阿部太治 担当 部署 ・役瑰 自治会長

Ｓ１１１１１ ＦＡ Ｘ番号

メールア ドレス そ　 の　他

鴦、　団体の組織図については、 別途添付すること

○類似施設の管ヨ運営に関する実績 （民間の類似施設を含む）

施設の名称 所在地 鶚厖の｜力容 管ミ運営の期間

き

年　月から

年　月まで

年　丿目から

年　 丿回 まで

年　 丿回 から

年　 箟まで

２



管ＩＩ運営の基本方針

事　業　計　回　書

１） 施設の管理運営を実施するにあたっ ての基本的指、考え力

・吹上浜野外教育センターの利用客が快適に過ごせるよう公衆衛生等の向上を図る等、施設の適Ｕデ管

理を行い、南あわ じ市の観光資源である吹上浜の景観保護に努めるようにする。

｜｜　 利１ヨ目者の施設利１ヨ目 に関する事項

（１ ）施設利用の平等の確保への具体的な取組み

・市広報及び施設おＪｍチラシ等の配布を実施する。

（２）施設利ｍ者の利用満示度向上への具体的なＲ組み

・自治会全体での草 匹`、 吹上生産森林組合理事との清掃 （年 ２回）等

・吹上浜の飛砂対策Ｒび希少植物保護、 推砂ｍ設置や先進事例現場調査への参售。

｜｜ ｜　 組織体制、人員ｉｉｌ置等

（１ ）氈員の配置計ｍ

・吹七自治会において指名した ２名を、 キャンプ場開設期間の管ミ人として配置する。

（２）その他施設を安定して管理運営を実施するための人員的な手法等

・管ミ大の他にも 自ラ台公役員、ＯＢ役員による巡回指導等をおこなう。

・キ ャンプフ ァイ ヤー実施時における消防団の見守り

ＩＶ　安全管ａへの取組み

（１ ）災害や事故の防止への取組み

・災言、 事故等が発生した揚包は、 圉あわじ市長へ直ちにその状況を報告するとともに安全を第へ義

として考え対応する。

ＶＩ　個人情報に関する事項

（へ ）個人｜戔報の保護に関する監イ本的す匹組み

・別記『個人情報瑕扱特記事項』」 をＳ Ｉき続き遵守する。

３



（・項様式７１・）

収　支　 計　画　書

ェ戛目　 犬　年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ了 合計 備考

収
入

指　定　管　理　料 ０ ０ ０ ０ ０

利　用　料　収　入 ６， ７００ ６， ７００ ６， ７００ ６， ７００ ７１ ００ ３３ ，９ ００

そ　　　 の　　　他 ３００ ３００ ３００ ３００ ３００ １， ５００

自主 事業 収入 ０ ０ ０ ０ ０

収　 入　 合　計 ７， ０００ ７， ０００ ７， ０００ ７， ０００ ７， ４００ ３５ ，４ ００

支
出

人　　　 件　　　費 ３， ３４０ ３， ３４０ ３， ３４０ ３， ３４０ ３， ５００ １６ ，８ ６０

需
用
費

消耗 品費 ２００ ２００ ２００ ２００ ２４０ １， ０４０

光熱 水費 ８００ ８００ ８００ ８００ ８４０ ４， ０４０

修　 組　費 ４００ ４００ ４００ ４００ ５６０ ２， １６０

そ　 の　他

役　　　 務　　　費 １， ４００ １， ４００ １， ４００ １， ４００ １， ４００ ７， ０００

施
設
管
理
費

通信費運搬費 １１０ １１０ １１０ １１０ １１０ ５５０

備品 購入費 ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ２５０

委　 託　費 ６００ ６００ ６００ ６００ ６００ ３， ０００

使用 料・ 手数料

そ　　 の　　他 １００ １００ １００ １００ １００ ５００

白　主　事　業　費 ０ ０ ０ ０ ０

支　 出　 合　計 ７， ０００ ７， ０００ ７， ０００ ７， ０００ ７， ４００ ３５ ，４ ００

収　　支　　差　　額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

累　 計　 収　 支　額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

【収入増に向けた取組み】

・清掃活動等による施設利用者の利ｍ滿ｉ１度を向上させ、リ ピータ客を積極的に確保す

る。

【経費縮減に向けたＲ組み】
・キ ャンプ場開ａ期間について、管１１人を適切に配Ｓするとともに、 自治会役員、 ＯＢ 役員に

よる巡回指導、清掃活動等、地ぽ全体でキャ ンプ場を運営 していく。

（注 １）

（注 ２）

（注 ３）

（注 ４）

単位 は『 千Ｆ９』 、会計年度は ４　ＪＥ１　１　日か ら１１年 ３ＪＥ１ ３　１　日と します

『施設管ミ費』に は、 『保守弧検』 、『維持管ミ翫・ 業務委社 費』 等をＥ入 して くだ さい

『役務瓶．』 には 、『 ｉｉ信Ｒ 』、 『広 告料 』、 『手 数料 』、 『保険料』等 をＥ入し てく ださい

『指 定管ミ料』に つい ては 管ミ業務実施のが価と して 指定 管ミ者が受け ＪＩ又る 額を 記入し

てく ださい

（ｊ圭５ ）収支の 各項 目の 内訳明細 資料 を添付し てく ださい

４



吹上浜Ｓ外教育センター指定管ＩＩ者選定基準

選定項目 審査内容 備考

団　 体　 の　 概　要

・事業者の概要

・財政基盤の安定性・ 健全性

・施設経営ノ ウハウの蓄積

運営 上の 基本 方針

・総合的な基本方針と将来展望

・管理運営業務に関する基本ち針、 実施方法

・コ スト縮減等の経営方針

施設管理運営体制 と組

織に 関す る計ミ

・適切な人員配置とその特色（法的に必要な資格、

施設管理上必要な有資格者を配置するこ と）

利用 者へ 提供 する

サー ビス の計画

・平等な利用の観点か ら、 管理運営業務 におけるむ

平・ 公正性の確保について

・サ ービ スを向上させ るための方針、具体策

安全確保 の取 り組み

・防災等緊急時の危機管理のＲ り組み

・利用者の安全確保について

・個人情報保護の措置について

収　　 支　　 計　　画 ・収支計画

５



南あわじ市吹上浜・外教育センターの指定管Ｓ業務に関する基本協定書（案）

南あわじ市（社下 「ＦＴＩ 」という。） と吹上ぢ自治会（罧下「乙」という。） とは、南あわじ市

吹上浜Ｗ外教育センター（ ｀江下「Ｆ夕１ヽ教育センター」と いう 。） の管‾χ１運営に関する業

務（鉢下 「管理業務」 とい う。 ）につい て、 南あわじ市ぬの施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例（平成１７年南あわじ市条例第 ２０６号）第 ７条の規定に‾Ｍｋづ

き、 次の事項によ り協定を締結する。

（趣 回）

第１ 条この協定は、南あわじ市吹上浜野夕｜ヽ教育センター条例（平成 １７ 年南あわじ

市条例第８８号。 八下 「条例」 という。 ）第 １１ 条の規定により指定管を考に指定され

た乙が行う野タト教育センターの管Ｊミ事業に関し、 必要な事項を定めるものとする。

（管ミ業務）

第２ 条黝は、 野夕卜活動をＪじて青争年のせ全育成に資するために、条Ｍ第 １１ 条の

規定に簒づき、次に掲げる管ミ業務を乙に行わせるも のとする。

（１）野タト教育センターの使万］ の許可‾反び維持管ミに関すること

（２）だ外教育セ ンターのイ宍 八］ 者がその施鼈等を損傷 し、 又は崔失しか とき におけ

る損害賠償の手続きにＭすること

（３）前 ２号に掲げるもののほか、 ＦＴＩが必要 に応じて緊に定める業務

（指定管ＪＩ考の 責務）

第３ 条乙 は、 地方 自治法その他の関係法令‾反び条例その他の 関係規程等並びに

この協定の定めるところに従い信義に沿って誠実にこれを履行し、 野タト教育センタ

ーが適ｊＥかつ［ｒ］ 常にミ営されるように管万しなければならない。

２乙 は、 ｙタｙ教育センターを常に善良なる管ミ者の注意をもって管丿崖しなければな

らない。

３乙 は、 施設使万］者の被災に筧する第一次責任を有 し、 施設又は施鼈使Ｈ］者 にＸ

害があった場合は 、迅速かつ適切な対応を行 い、 速やかに 躅に報告 し、 黝の指示

に従うものとする。

４乙 は、 管ｊミ業務の継続がｍ難となった場合又 はそのきれが生じた場合に は、 速や

かに 黝に報告し、 「ｐ の指示に従うものとする。

（指定の期間）

第４ 条ＦＰが 乙に指定管ミ考として指定する期間 は、 令和 ３年 ４ナ］１ 日から令 皋］ ８年

３　Ｊ１　３１　日までとする。

２管丿厘業務にかかる事業年度は、 毎年 ４１ １日 から翌年 ３Ｊ］３ １日 までとするｏ

６



（使篦料金牡入の取り扱い）

第５ 条乙は、 野夕卜教育センタべこかかる使ｍ料奈を售該乙のＵ又人として、な支する

ことができる。

（事業計画等のを日ｊ）

第６ 条乙は各年度の２ １末 日までに 范該年度の翌年度に係る次に掲げる内容を

記載した事業計画書を刊こ提口ｊしなければならない。

（１）管理業務の体加』

（２）事業の概要

（３）管理業務に要する経費の総額‾反び［大］訳

（４）その他 ＦＴＩが心要と認める事項

（事業‾ｋび業務報告）

第７ 条乙は、 ま施した事業の甄］容‾ｋび実績について、 毎事業年度終了後 ５Ｊ１　３１

日までに、管ミ業務に係る事業報告書を 鵈こ提ｍしなければならない。

２前項の事業報告書にＲ載する事項 は、 次の とお りとする。ただし 、ＦＴＩ が指示したとき

は、 肖該方法によるものとする。

（１ ）管ミ業務の実施状況

（２）野夕１ヽ教育センターの利Ｊ≡目 状況

（３）管ミ経費の旬、支決算

（４）その他 黝が必要と認める事項

３乙は、 収支に関する帳簿その他事業に係る記録を整備し、常 に経ミ状況を緊らか

にしておくとともに躅が仏要と認めるときは、その状況を報告しなければならない。
を

４１は、 管ミ業務の適正を期するため、 乙に対し、前項に掲げるもののほか管ミ業

務八び経丿里の状況に 関し 、心要に応じて臨 時に報告を求 め、 実地 に調査し、又は

必要な指示をすることができる。

（指定の取り消し等）

第８ 条陽は、 乙が次の各倚の一に該范すると認めたときは、指定管Ｊミ者の指定を取

り消 し、 又は業務の全部又は一部を停止させるこ とができ る。

（１）本協定に違縦したとき

（２）業務の処班１が著しく莟適亶Ｘと嘉められるとき

（３）前 ２その他乙がＷ夕１ヽ教育センターの管ミ考として管ミ業務を継続することが

適葹でないと認められるとき

２乙 が、 この協定を指定期 間内 に解除しよう とするときは 、そ の３ 力１ 前までに 「Ｐ の承

諾を得なければならない。

フ



３鵈ま、 第１ 順に定め る場合の他、 必で要がある とき は、 業務の全部又 は一部を廃止

する こと ができる。この場合においては、鵈ま、 廃止 しよ うとする 日の ３０ 日前までに

乙に通知しなければならない。

４前 ２順 によ り、 指定管理者の指定が七翕された場合 にお ける損害の賠償につい

ては、陽 乙協議して定めることとする。

（原状回復義務）

第９ 条乙 は、 その指定の期 間が満了 した とき 、又 は指定を取り 消さ れ、 若しくは期間

を定めて管ミの業務の包部若しくは一部の停止を命じられたときは 、その管 Ｊミしな

くなった施鼈又は鼈備を速やかに原状に回復しなければならない。 ただし、 「ＦＩの承

詔を得たときは、 この限りではない。

（損害の賠償）

第１０条 乙は 、野夕卜教育センターの管 Ｊミ業務の履行にあた り、 乙の責に帰すべき事

副こ より Ｆ↑１又 は第二者に損害を与えた場合は、損害を賠償しなければな らな い。

２前項の場合 にお いて 、損害を受けた第ミ者の求 めに応じ 黝が損害を賠償したとき

は、 Ｆ円ま乙に対して求償権を有するも のとする。

（再委託の禁止）

第１ １条 乙は 、管ミ業務を他に委劍Ｅし 、又 は請け負わせてはならない。ただし、あら

かじめ「ＴＩ の書面による承諾を得た場合は、この限りではない。

（イ目人情報の保護）

第１２条 乙は 、管 ‾χ１運営業務を実施する に肖 たっ ての個人情報の取 り扱いについて

は、 ＳＩ」記 「個人情報旬、扱特Ｒ事項」を厳守しなければならない。

（協定の改定）

第１３条 野外教育センターの管理業務に 回し、事情が変更した とき又は特Ｓ Ｉ」 な事業

が生じたとき は、 「ＴＩ乙協議の上、この協定を改定することができる。

（協議）

第１４条 この協定に回 し疑義が生じたとき又 はこの協定に定め のない事Ｊミ默について

は、 その都度 「ＴＩ乙協議して定めるものとする。

二の協定の締結を証するた め、 本書 ２途を作成し 、賜 、乙記名 押印 のう え、 各１ 瘋を

保有する。

８



令和 ３年 ４１ １日

躅　 兵庫県南あわじ市市善光≒ ２２ 瘴逖１

南あわじ市長　 守本 憲リム

乙　 氈庫県南あわじ市Ｆ万吹上ｙ

吹上剔自 治会長　 ス部 大治

９



Ｓｌｌ紙 『ａ年度決算額・び予算Ｊｌ込み、 手１』■ 者人 数」

【利ｌ者人数 】　 吹上浜Ｓ外教育セ ンタ ーキ ャン プ場

－：皿匸 あ

Ｔ／／／！
四㎜■ｉＦｌｌ㎜㎜

－７７

大人 ノｂ人
－ｙｍ

大人 ｜小人
－ｙｍ

大人 ／ｂ人 大人 ／ｂ人
Ｍ７ ７　１

ｌ　 大人 ／ｂ人

４ＪＩ ９　　　　 ９１
｜

２８　！　　３４９
一一 一一　Ｘ

３３　　　 ５８７

１９ ２９７ ５５ ５０
｜

５４１　 χ　１０３ ３９　　 ７２２　 １　１６１
一一 ，　 一一 一一↓一 一一一

６４　　 ７７６　　 １６２回
一一一

６Ｊｉ
一一

召１

回
一一

９ｊｌ
一一一Ｊ¶

１０ ｊｌ

１０ ５　　　 ６６７
－　 －　 一一一一一一一一

７　　　　 １０８

Ｉ　　　　Ｉ

２８　 １　 ５９１　　 １６１
｜

１１２　 ，５９４　　 １２７

２１　 １　　 １０４ ５０　　 １６０　　 ３１ ３７　　　２３ ９　 づ６ ５４　｜　 ３７１ ６０

２９　　　　 ４５１ ８１
一一一一一一一

１６５

６３８ ６１　　 ５５６ １３１ ４７ ３４１ ８５

１６８

５４
一一一

６９

３８８
一一一一一一

６８４

８５

１０８ ９６５ １，０６２ ８８　 １　 ８５７ ２５２
一一

７３

５３ ６７８ １８０

１１３ ６８５ ３４　｜　　 ４６１
－　Ｓ

４５　　　 ２９０

１０９ ３９１ ６１ ４４２　 Ｘ　 １２６ ９１ ４６３ ６６

２４　　　　 １４３
一一一．ｊ　　　　 －㎜㎜㎜㎜

０　　　　 １０

２２　　 ２０６　 １　 ５７ ５４　　 ３７９　　 ９７ １５　　 ３４９　　 ５５
一一一　●

３６　　 ３５９　　 ７２１１ ｊｉ ３ ６９ １３　　 １９９　　 ４６
一一一一　 ・－一一－－一一一一一

｜

‾　　　 ‾　 ！　‾

１６ １　　 ２４ ４　 ｉ　 ５０

１２ Ｊ１

１ｇ
一一

２Ｊｉ
－－一一

３ｊｌ

一

一

－

－　　　－ 一

一一一一一

－

－　　　－

一一一

一　　　－

｜

－　　　－

｜

－　　　　一

一一一一●

－　　　　－

｜

｜
＝　　　 ＝　 ｜　＝

－　 ・　 －　　　－

｜

ｉ　　　　ｌ
－　　　 －　　　－

｜

－　　　 －　　　－

〃　　　　　㎜ －　　 －　　　－

｜

－　　　 －　　　－

Ｉ　　　　Ｉ

３９ ５人 ３， １２０人 人 ４１０人 ３， ５６０人 ３９０人 ３， ２５ ７人 ８０６人 ５７ ５人 ３・ ４５ ８人 １　 ８０ ２人 ４２２人 ４， １１２人 ８４ １人

３９５人 ３， １２０人 ４１ ０人 ３， ５６０人 ３９０人 ４，０６３人 ５７ ５人 ４，２６０人 ４２２人 ４， ９５３人

合計 ３， ５１ ５人 合計 ３，９７０人 合計 ４， ４５３人 合計 ４，８３ ５人 合計　 ５，３７５人

【１年度決算額ａび予算ｊｌｉａ，み】 吹上浜・外教育センターキャンプ場
ａ年度決算額（単位： 千Ｒ） 本年廈予箟笳

回
収入 Ｆｒｙム

●
を １１㎜． １

４， ８２３

‘　１

５， ００８

ｒ●

５， ８５８

Ｓ

－

デイキャンプ １９８ デイキャンプ １９５ デイキャンプ ２８８ デイキャンプ
－－－　一一一一一一

駐車料
－　一一

貸出料
－‥－　－

その他

２１１ デイキャンプ ２１１

｜・東れ
１－ 一一 一一

Ｍｉ料

その他

６３７
－一一

４３９
－

１４９

駐単科
－‥

貸出料
・　　　　　＝

その他

７３１ 駐車料
㎜㎜　　　　　¶

ｔ皀料

その他

８７１
一一一一

４３１
‥－一一

１８３

駐車料

貸ｉ料

９３８ １， １３１ 駐車料 １， １３１
一一一一一一

３３８
一一

４３フ

４６４ ３７５
‥－一一

３４３

３３８
ｊａ　 Ｓ四

４３７

ｉｉ料

１３６ その他 その他

５， １１２ ５， ７６３ ６， ５０３ ６， ９５１ ７，９７５ ７，９７５

支ｉ ａ持ｊｌ

備品Ｒ

ｉ衛・Ｒ

２， ９５９ 維持Ｒ
－

備ａＲ
一一一一一一　　 一一

衛生費
一

緒Ｒ
一一一一　　　－

人件費
＿＿

その他

３， ３１１
一一一

維持ｔ
一一　‥一一一一一一

備品Ｒ

１， ４０４ 維持Ｒ １， ５７４ 維持Ｒ １， ３４３ 維持費
＿＿＿．＿＿＿

備呂Ｒ

１， ３４３
＝－

４３
－　 一一一一

３０ １１３ 備ａＲ

衛生１

１１８ 備ａＲ
－‥　　　 一一一一

衛ｔＲ

４３

５１ ５５ 衛まＲ
－

諸Ｒ

一一

１， １７１

衛生Ｒ

諸費 ２７
一一

２， ０４５

７４ 諸費 １， １０２ 諸Ｒ
一一一　　　 一一一

人件Ｒ
－‥一一

その他

２， ０１８ 諸１ ２， ０１８
一一一

３， ９１２＼、人４
ト　 一一一一

その他

２， ３２３ 人件費
一一一一

その他

２， ６５１
一一一一一

６０２

人件ｊｌ

その他

２， ８０１ ３， ９１２ 人件費

８１４ １０６ その他 １０６

５， １１２ ５， ７６３ ５， ９４１ ６，４０９ ７， ４２２ ７，４２２

収支 ５６２ ５４２ ５５３ ５５３



別記１

個人情報取扱特ｌａ事項

（基本的事項）

第１ 条　指定管理者は、個人情報（個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、

又は識別 され得る もの をい う。 以下同じ。） の保護の重要性を認識 し、 この協定によ

る業務を実施する に当たっ ては、個人の権利利益を侵害するこ とのないよう 、個人情

報を適ｉＥにＲり 扱わなければなら ない。

（秘密の保持）

第２ 条　 指定管理者は、この協定による業務に関 して知る こと のできた個人情報を他に

漏ら してはならない。 この協定が終了し、又は解除された後においても、同様とする。

（収集の制限）

第３条　指定管ミ者は、この協定による業務をｔにうために個人情報を収集するときは、

その業務の目的を達成するために必要な範囲ＦちＪで、適法かつＳＨＥな手段により行わな

ければならない。

（適Ｈと管理）

第４ 条　指定管１１者 は、 この協定による業務に関してタミ［］る こと のできた個人情報の戛え

い、 滅失Ｒびき損の防止その他個人情報の適 Ｕミな管ミのためにむ要な措置を講 じなけ

ればならない。

（利用及び提供の制限）

第５条　指定管理者は、市の指示又は承諾がある場合を除き、 この協定による業務に関

して知ることのできた個人情報を協定の目的以外の目的に利回 し、 又は第Ｅ者に提供

してはならない。

（複写又は複製の禁止）

第６ 条　 指定管ミ者は、こ の協定による業務を処ミするために市か ら引 き渡された個人

情報が記録された資料等を、市の承諾な しに複ぢ し、 又は複製 してはな らな い。

（再委託の禁止）

第了 条　 指定管ミ者は、こ の協定による業務を行うための個人情報の処ミは、自 ら行う

もの とし、市が承諾した場合を除き、第Ｅ者にその処ミを委託 してはな らな い。

（資料等の万遍等）

第８ 条　 指定管ミ者は、こ の協定に よる業務を処ヨするために市か らＳ Ｉき渡さ れ、 又は

指定管ミ。者自らが収集若 しく は作成した個人情報が記録された資料等は、 業務完了後

直ちに巾に返還し、又は引き渡すものとする。ただし、市が別に指示したときは、そ

の指示に従う ものとする。

（従事者への周知）

第９条　指定管ミ者は、この協定による業務に従事する者に対して、在職中京び退職後



 

議案第３４号     

 

   公の施設の指定管理者の指定について（丸山海釣り公園、生産物 

   直売所、丸山漁業活性化センター） 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者として次のとおり指定することについて、同条第６項の規定により、

議会の議決を求める。 

 

  令和３年２月２４日提出 

 

南あわじ市長 守 本 憲 弘 

 

 

記 

 

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称 

   南あわじ市丸山海釣り公園 

   南あわじ市生産物直売所 

   南あわじ市丸山漁業活性化センター 

 

２ 指定管理者となる団体 

   所在地  南あわじ市阿那賀１４６３番地６ 

   名 称  南あわじ漁業協同組合 

         代表理事組合長  小 磯 富 男 

 

３ 指定の期間 

   令和３年４月１日から令和６年３月３１日 

 



【南あわじ市丸山海釣り公園・生産物 

直売所・丸山漁業活性化センター】 

指定管理者候補者選定に関する資料 

 

 

指定管理者指定申請書（写し）・・・・・・・・・Ｐ １ 

団体の団体概要書 ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ２ 

事業計画書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ３ 

収支計画書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ ８ 

指定管理業務に係る基本協定書（案）・・・・・・Ｐ ９ 

指定管理業務に係る年度協定書（案）・・・・・・Ｐ１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１ 号（第３ 条関係）

指定管を者指定申 請書

令和 ２年 １　０Ｊ１　３　０　日

南あ わじ市長　 守本　憲私　様

所在 ｊき　 南あ わじ 市篤篆賀 １４６３ 番地６

名　　 称　 南あ わじ漁業協回組合

代表を事組合員

社爽考の牡　　　 小　 磯　富‾電話番号０ ７９ ９－ ３９－圈
指定 管を者の 指定 を戛 けた いの で、 次の とお り串 請し ます。

指定を

受けよ

うとす

る団体

名　　　　称 南あ わじ 漁業 協回 組合

事務 所の

所　 在　地
南あわじ市ＲＷ賀 １４６３ 番ｊセ６

管を を行 おう とす

るな の施 設「 の佑称

南あ わじ市海餮い・）な園 （南 あわ じ市を丸 ＬＵ 海め りぬ 園）

南あわじ市生産物直売所（丸ば」漁港「魚彩館」）

南あわじ市丸 ＶＬＪ漁業ききイヒセ ンター

添　　 付　　 書　　類

Ｉ　 事業計画　　　　　　Ｉ　 回体の概要説回書
１　　　　　　　　　７

Ｉ　 団体 の活動実績等　 ・　 収支 計画書

（事務処ミ欄）

Ｘ

１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Ｘ１

１

０２，ｍ ３０



（要項様式３ 号）

団体概簇書

フ　 ル　 ガ　ナ

団　 体　 竡　所

ミナミアワジギョ ギョ ウキ ョウ ドウクミ アイ

南あわじ漁業協［鶚組合

フ　 ル　 ガ　十

代　 表　 者　先

コイ ン　 トミオ

串　 磯　富　男

所　　 在　　地 南あわじ市スフ泓賀１ ４６３参加６

電　 話　 番　号 ０７ ９９ －３ ９－ ００ ０５ ＦＡ Ｘ番号 ０７ ９９ －３ ９－ ０１ ５９

設立 年ｙ］日 昭和 ２０ 年４ 工］ １日

主な 事業 活動

（沿 革等）

・漁業者の協回組織と して、獸光事業、 購買事業等の経済事業

・水産業の振興Ｒび組合員の福祉『白］上

・漁業権の管ミを中心として資源契漁場の管ミ

・丸仏海魍り 価圉 ・魚影館 ・漁業恬性化センターの管‾迴ミ営業務

・伊をうずしお村の管万嵬営業務

団体の特色‾反び

径　 営　 方　針

・稚魚放流等を行うこ とで 「つ くり 育てる漁業」 の推進に努力 し、 漁獲量の

増加を図 る。

・海剔ハノ八圉の管万亂営やイベン トの戛催を通して、観光業の活性化八び都

市と漁村の交流を図る。

．「 ワカ メ」 や「タコ 」、 「ク イ」 を中心に地元で水揚げされる漁獲物のＰ Ｒ俎

勵を実施する。

免許 ・を 録等

構　 成　 員　数

（従 業員 数）

八Ｅ組合員　 ８５名

ぼ規職員　 ６名）

指定管ミ考

制度担白老

氏　　　竡 東 祖ヤ賃ド縦識 南あ わじ漁業協同組合職員

電話番号 ０７９９－３９－０００５ ＦＡ Ｘ番号 ０７９９－３９－０１５９

メづレア ｙレス
氈ｍｉｎａｍｉａｗａｊｉ ２０ｊａｐａｎ－

ｍａｉ１ ．ｎｅｌＬ
そ　 の　他

｀％、　 回体の組織回 について は、 別途齎付する こと。

（回）類似施敷の管理Ｘ常に関する実績 （民愾の類似施設を含魁）

施設の名称 所在地 業務の内容 管ミ運営の期間

年　　ｊから

年　　１まで

２



３

（要項様犬第 ６号）

①ｌミＪきのｔ本ブｉ針

事　業　計　画　書

へ） 施設の管理運営を実施するにあたっての基本的琢、考え方

令和元年 １１ ｊに殞催された今皋］の大嘗祭において、大正、 ｍ和、平成に続き、九仏の翫鋼

が天皇陛下に献上 されました。

現在、九弘光［犬では、售組合 と自 治会などを韭じこ 「大 にＬ」地域づ くり 協議会］ を立ち上げ、

この 『九 け』献上鋼』 を柱 とした大串の海産物のブラ ンディング本業、 コミ ュニティ カフ ェ本業

など地域づく りの取り 組みを崔めています。 今後 も「魚影館」 。「俎性化セ ンタ ー」 。「海釣 ち価

園」 を拠鰥と して、お り組みを さら に加速させ、 九彭地［Ｘの洽ト生イヒと ＰＲ、乗客数や収益の 「覬

上を 目指 していく 計魑です。

また、巡年は無価が低迷するな ど、 大け」の圭要霊亀であ る漁業を取り 巻く 環境は大胤厳 しい

もの となっています。 当組合と しま しては、 上髱の取組を通して、 「献上鋼のふるさ と」 とし

て大彭海産物のブランディ ングを推進するこ とにより 、魚価の向上と販路の拡大を実現し、漁

菜の話・［生化に繋げていきたいと考えます。

各施設の運営方針については、 「魚影館」では售組合の産直施設と して大ば」海産物の販路拡

大ヤ各種方面への ＰＲ を推進し、また「話佐化センタ ー」 では魚影カフェを獸店 し、 地域住民

への憩いの場のを供や、『九にＬ黄、上鋼』 を俎川した料ミの レシピ陽発な どを崔めていきます。

［海おり 公園］については、自然の磯を活用 した粲鬼なレクリ エーショ ン施鼈と して、これら

の取り組みと併せて、 一体的にＰＲ し、 新規制川希の回拓を推進します。

この度の コロ ナ感染症拡大のぞ響は受けたも のの、その中でも 『九仏献上鋼』のブラ ンディ

ングは着実に進んでいます。価、彩カフ ェも １０ Ｊ］ ２日 に営業を皿しました。 今後 も地域一体

となって本施設を中心とした地域づくり をさ らに加速させていきたいと考えます。

「九 ば」献上鯛』

丸
御食ｌ・ 淡ＳＳ

ロ」 献上鯛
Ｍａ ｒｌ ｌｙ ａｍａ　Ｋｅ ｎｊ ｏ　Ｔａｉ

「九 Ｌ」』献上鯛 ロゴマー ク』

『魚彩コ ミュ ニテ ィカ フェ』

『えｍＴマルシェ　 畆品打台せ状況』

ＳＪＩダ

゛ＩＭＩ゛， 慌曜ｉ４ｈ
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また、本施設は大鳴門橋が一回でき 、風車のある漁村として市の観光地でも あり ます。各施

籏に係る管を運営につきま して は、 条例八び指定喩を者協定書に嵬づき耄めていきます。特

に、 利加許虱につ いて は条例に基づき行い、 利鴇者に利篦上の注意や禁止事項を徹底 させ るよ

うに します。

２） 指定期間ぶこおける達成目標

をえ海ま物のブラ ンデ ィング専業をｊじで、 「丸 ロ」献上鯛』 を中心と した ｉＳｉｊｌ開Ｒを行い、

美菜恋東屋を始め とし た市甄の観光施Ｒ との連携や、 丸けＪｊ加減ホー ムページにて販売 を行う

など、丸畆海産物や施なの ＰＲ機会を増やし、売上増加に よる４又支の改善を実現します。

また、販売拠炊と なる魚彩館において、 専Ｐ９家をモ回き商ＭＲ鵆効果的な囑品のディスプレ

イ方ま、 従業員の教育について、指導を仰ぐなど して店Ｆ大丿環境の改善に取り 組んでいきます。

３） 各施設間の連携に関する事項

丸は｜海ｔ物八び施設のＰ Ｒの機会 をｊｌやすた め、 市Ｆぺ１ の他のな Ｊｔｌ施Ｒ八び観光施取と 連携

を深めていく よう にします。加えて、施設利用者がス ムーズに来園 し、 かつ安尼ヽして利用でき

るよ うな施設運営 を行いま す。

４） 上記以外で特別に記載する事項

令秘３年　Ｉ　ＪＩ　：　『九 ＶＬＩ献上鯛』ラベル、料珊１ レシピの完成

＝さ美菜恋来屋や神ドＲｍＴマルシ ェ、 ひょ うごマニア（ショ ッピングサイ ト） へのｍ品開始。

令和３年　３ＪＩ　：九日Ｊｊｔ域ホームページ開設予定

＝や ホー ムページにおいて も丸 ＬＬＩ海産物等の販売を開始。

②四釟本鼈と して組織にＭする事ＪＪｉ

１） 組織体制、職員（会員）の配Ｓ計ｍ

必要な人員を適切に把握し、各施設に適切に配置 します。

なお、休回目ぷ弗は職員を施Ｒごと に必ず１ 佑莎上をＥ置 し、 利用者への利便性の「自」上に努

めます。
メ

２） 人材確９、に関する只体策 （採ｍ計画馬）

葹面は、 現在従事しているｍ規 １佑、パート ２ネ を継続して雇ＪＩ しますが、施設のミ萢状況

等を適顋に把握し、改善の必きがある場合は適宜見直しを行います。

３） 人キオ育成力針Ｒび職員ｇ修に関する計画等　　　　　　　　フ

お客様に不快感、 不便感を与えない よう に適ま必要な指導を徹底します。

また、込要に応じて漁協職員と 回様に研修等に参加させる よう にします。

４） 上記１Ｍ外で特別 に記載する事項

特に あり ませ ん。

４



③施Ｒ・ ａ備の維持■ミ

餡施設・ 設備の管理体制と維持管理計ｍの適覧］さ

利箆者に不快感を与え ない よう 清掃を適ｔ行い。 清潔な状態を維持 しま す。

日常点検を行い、 施獸の性能劣化を抑え るよ うに努めます。

快適な環境を保つために適時適切に清掃を行い。 魚類の販売等には衛生きｉ等を十分にＵＥ意

します。

また、施設を備者である南あわじ市と密接な連絡体制をと るこ とで、施設の維持管ｊｌや利用

状況を報告し、必・であれば協議を行い、施鼈を適切な環境でミ萢する こと に努めます。

２） 効率的な維持管理を実施するための考え力（経費の節減）

施設 ヽ鼈備の管理１に常にを意を払い、 適縦Ｊな職員のＲ置を行い、各施設間において相ｊＬ連携

する こと で効率的なミ営を図り 、経費縮減につなげます。

３） 外部委託にかかる市内発注の考え方

售組合ででき ないもの、タト部委託の力が安価にでき るものがあれば、 市甄の業者に夕｜ヽ部委託

を検討し ます。

４） 上記以外で特別に記載する事項

特にあり ません。

④１回きの施ぢほｌｊ ｍと サー ビス 『氛上

１） サービスの向上の具体的な取り組み

専Ｍ家を市日 き商品開Ｒや効・的な甎品のディスプレイ方ま、 従業員の教育などきＦ大】環境の

改善にな り祖んでいき ます。ま た、 特に海め りぬ園の兼営にあたっ ては、利篦者の要望等を吟

味し、平等性において適切であると認められる４合は、積極的に改善していきます。

２） 施ＳｇＵＪ≡目の网・等の確９への只体的な回り組み

海がＪり ぬ園条例、丸［ＬＩ漁業活性化センター条例、生産物直売所条例を遵守 し、 市民をびに観

光客など利用者に対してぬ平・ ぬｉＥに施設の利ＪＩ を許Ｆｒすること とします。

また、ぬの施鼈である こと を蔡に銘 じ、 特定の利ＪＩ者等に有１ミ｜」になる管を皿は、 一リＪ行わ

ないよう にします。

３） 施設利用者の増加への具体的な取り 組み

ｔ瓦観光協会八び美菜遮ミ来屋、市Ｆりり観光施鼈な ど各種回体と のタ イア ップ事業を積極自４Ｊ

に句、ち組む こと によ り、 本施Ｒの認加度と集客効ｊＲの改善を回 ります。

加えて、 魚彩館瞿１年フェアーやめ り大会等を定期的に行い、 また、現在活用できていないｓ

Ｎｓやホームページな どについても積極的にきＪ４ｊ し、 利用者層の拡大やファ ミリ ー層の開拓

を行います。

５



４） 利ｍ者の意見、要望等の把握の力法

利用者ア ンケート等の実施によ り、 お客様のニーズを把握する よう 努めます。

また、直接苦情等があれば内容をよ く聴取し、従業員を員で傴有するよ うに しま す。

５） 利ｍ者の苦情等への対処力法

禾｜」耶こ｛示る トラ ブルについては、 誠意をもってせむ し、 解決する よう に努めます。

６） 上記以外で特別に記載する事項

特に あり ませ ん。

⑤まを管ミヘのＪＩ又 り組み

１） 施設 ・設備に係る安全管理へのＲり組み

氈業毀に は、 鼈備等の電源の確Ｓｊ、びｆｌ］ル｜者の悒残り 等が ないか常にを意を まム う。

数備に不縦やｍ傷個所がないか淪商畆検 し、 安を管きに努める。
Ｓ

新型 コロ ナウ イルス感染拡大の予防について、施設の資材 （マ スク 、体４計、各種消毒資材

など）を確保 し、 また安をチェ ック リス トに より 安全筧策を徹底してい く。

２） 災害や事故、 犯罪の防止への取り組み

鼈備の日 常Ａ検を行い。定期的に夕１回 りを実施し、 事故 ・犯罪を未然に防ぐよ うに努める。

また、各施設ともに防をの観点から 日々 の施錠は必ず行う。

特に、海おり が園施設のめ り台の不備等に気をつけた管をを行 う。

３） 緊急時の対応

市の防災マニ ュアルに基づいた緊急時マニュ アルを作成し 、市 との連絡体制 を整 えた緊急

毀の連絡表を作成 し、 適切に対応するよ うに します。

４） 個人情報及び｜戔報２開に関する具体的な取り組み

個人情報のおり扱いにあたっては、 個人の権利利益を侵害する こと のないよ う努めます。

５） 上記以外で特別に記載する事項

特に あり ません。　　　ノ

⑥その他に聚する事亀

へ） 自主事業の実施について

魚彩館周年フ ェアーやが］ り大会等を定期的に行 うよ うします。

専Ｐ９家を招 いて 、丸 ＬＵ海鬼物をき只ｊした商ａ開Ｒや、レ シピの開をを継続 して行います。ま

た、 干物づく りのイベント等を戛催するなど、麑域の特色を生かした体験と食と を組み合わせ

た取り組みを進めていきたいと考えます。

６



２） 広報活動に関する具体的な取り組み

ｔ域づく りホームページや観光関連等の与を悟媒体の活ル］、 また地元観光協会攷、び観光施

鼈な どと の連携に より 、積極的に情報発信を行い、九日」 の海産物はも ちろん、 「海おり が園」

などの既存の レク リエーシ ョン施獸について も積極的にＰ Ｒし てい きま す。

３） リスクへの対応

常に リス クを念頭に置き、 リスクの発生をできるだけ少なくなるよ う現場従業員の日 常業

務を行う よう にし、漁協を職員との連絡 ・が応体制をとる よう にします。

４） 地域活動への参加 ・貢献、 自治会等ａ種回体との協働 ・連帯への具体的な回り組み

本施設は肖組合と 自治会等から なる 『九 日』地城づく り協議会」の拠点 とし て位置付けられて

おり 、ブランディ ング事業、コ ミュニテ ィカ フェ事業の中む的な役割を担う ものです。

今後も、 自治会等の地城づくり と連携をとって、 ｊ也元住民の憩いと安らぎの場の創攻鵆、ｊｔ

城一丸と なっ た麑城産業の素性化、 観光客と 地域性Ｒ との交流などによ る地城のにぎわいづ

くり に尽力してい きます。

５） 上記以外で特別に記載する事項

特にあり ません。

７



南あわじ市九 け」海匹な皐・生産物直売所「魚彩館」 ・九 Ｕ」漁業き性化センター
ｌ

収支 計画 書　　　　　い
（単位： 千ＮェＪ）

　

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

収

入

項

目

指　 定　 管　 ミ　料 ４， ２００ ４， ２００ ４， ２００ ４，２００ ４， ２００

入　　　 回　　　料 ２， ６００ ３， ４００ ３， ４００ ３， ４００ ３， ４００

売　　 上　　 利　　益 ６， ４００ ８， １００ ８， １００ ８， １００ ８， １００

収　　 入　　 合　　計 １３ ，２００ １５ ，７ ００ １５ ，７ ００ １５ ，７ ０ｐ １５ ，７ ００

支
出

項
目

人　　　 件　　　費 ９，６５０ １１ ，４００ １１ ，４００ １１ ，４００ １１ Ａ００

光　　熱　　水　　費 １， ５００ １， ９００ １， ９００ １， ９００ １， ９００

上　 下　 水　 道　代 ３００ ４００ ４００ ４００ ４００

亟　　　 信　　　費 ２００ ２００ ２００ ２００ ２００

保　　　　険　　　料 ６００ ６００ ；　　　 ６００ ６００ ６００

漁　 港　 と　 篦　料 ２２０ ２２０ ２２０ ２２０ 、２２０

修　　　 繕　　　費 ２００ ３００ ３００ ３００ ３００

消耗 品費 ・備脆 ４００ ５５０ ５５０ ５５０ ５５０

そ　　　 の　　　他 １３０ １３０ １３０ １３０ １３０

計 １３ ，２００ ．１ ５， ７００ １５ ，７００ １５ ，７ ００ １５ ，７ ００

収　　　　　支　　　　　差 ０ ０ ０ ０ ０

利用 者数　　 （人） ８， ５００ １１ ，０ ００ １１ ，０ ００ １１ ，０００ １１ ，０ ００

雇用 人数　　 （゛ 人） ４ ４ ４ ４ ４

特　　　記　　　事　　　項

８



南あわじ市丸 ＬＬＩ海ダＪ りぬ園・ 生産物直売所 「魚彩館」・

丸ＬＵ漁業？刮生イヒセンター　　　　　‥

指定喩を者ＪＩ本協定書（案）

令加 ３年４ｊ １日

南あわじ市

９



南あわじ市丸ＬＵ海め りぬ園・ 生産め直売所 「魚彩館」・ 丸ロＪ忝、業きき化センター

指定管ｊｌ者ＪＩ本協定書 （案）

南あわじ市（孤下 「市」と いう 。） と南あわ じ漁業協回組合（罧下 「指定管を者」と

いう 。） とは、南あわ じ市丸１１」海剔ち価還ド生産物龍売所 「魚彩館」・ 丸ＶＬ」 漁業活性化セ
ー

ンター（鑪下 「施獸」 とい う。 ）管ミ運営に関する事業（以下 「事業」 とい う。 ）につい

て、 ｙＪ、下のと おり 合意 した ので、協定書 （孤下「基本協定」と いう 。） を締結し、確Ｓ

する。

（目 的）　　　　。

第１ 条　基本協定 は、 市と 指定管ｊｌ考が相互に協力 し、 施鼈を適 工Ｅ かつ円滑に管ｊｌｊＥ営

する ため に必要な基本的事項を 定め るこ とを 目的 とす る。

（ぬ共性及びＲ間事業の趣 回の尊重）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇

第２ 条　 指定喩え考は、南 あわ じ市海め りぬ回条例｜ （屏成１ ７年南あ わじ市条例第 １５２

倚） 、南あわ じ市生兔物直売所条例 （平成１ ７年南あ わじ市条例第 １５３そ）獸び南 あわ

じ市丸は」漁業？刮兔化セ ンタ ー条例（平成 １７ 年南あわ じ市条例第１ ５４ 号） （鉢下「条例」

とい う。 ）各第１ 条の設置ＪＩ念に基づき、 適切な管万丿営を行う こと とする。

（管ミの基準）

第３ 条　 指定せミ者は 、基本協 定、 肖該事業年度にお ける 事項 につ いて ＳＩ」に 定め た協定

（顕下「年度ぬ定」と いう 。） 、条例八び施行規ｍ並びに関Ｗ法令、指導等に従い、事

業を実施 しな ければな らな い。

（指定期間）

第４ 条　１木祖定にｙるｍ定将高は、祗和３ 年４ Ｊ１ １日 からや和 ６年 ３Ｊ目３レ日 までと

する。

（基本的な業務の範回）

第５ 条　 市がｍ定管ＪＩ者に管理を行わせる施戮は、 条例第２ 条に掲げる施鼈（鉢下 「施

設」 とい う。 ）と Ｘぶ表第 １の とお りと する 。指定管ミ者が行 う施鼈の管肖１運営の業

務は次の とお りと する。

（１ ）施設の使篦許ｊＴに 関す る業務

ｙ２）施設の使篦に係る利用料金の徴収に関する業務

（３）施鼈の設備、器具等の維持管ミに関する業務

圓　前各そに掲げるも ののほか、市長が必・ と認める業務

（施設の維持Ｗｊミ費肓）、

第６ ｊ束　施設の修繕費について は、 １件につ き２０万円（消費税含む） 蓊上のも のにつ

いて は市 と指定管ＪＩ考の双方協議のう え実施するも のと し、 １件 ２０ 万Ｐヨ（翕箙税含

む） 未満のも のに つい ては指定管ミ者が 自己の費鴇と 責任にお いて実施する もの とす

１０



る。 又備品関係について１ 件につき ５万ド］ （惠隻税含わ）罧上のものについては市と指

芫喩を者の双方協議の うえ 実施する もの とし 、１ イ牛 ５万 ［Ｉ］（逖費税含 む） 未満のもの

について は指定管 理１考が 自己の費丿目 と責任において実施す るも のと する。

２　 施敢の喩を慝営上、必・な 日常経費、物品の戛、新、 大大ほ険料八び傷害保険料、そ

の他む萇と翫められる任意保険料に・す る費用は指定限を考の負担 とす るも のとす

る。

（個人情報の保護等）
ｔ．

第７ 条　指定管ミ者が取扱 う個人情報については、南あわ じ市個人情報イ聳護条例（平成

１７年南あわ じ市条例 第１ ７そ）の規定 を準 ル｜ し個 人情報の漏洩、滅失又 はき 損の 防止

その他保有す る個人情報の適切 な管 理１ のた めに必要 な措置を 講じ なけれぱなら ない。

２　 指定管を考又 は管 Ｊミ業務 の一部又 は全部に従事する 者は 、售該管 Ｊミ業務 によ り知り

得た鞦入情報 を社人に お］ らせ 、又 は不 燕な 目的 に使 ｙ目 して はな らな い。

３　 前２ 項にかかる詳細については．Ｓ Ｉ」 記１ 「イ回人情報取扱特お事項」に規定する。

（管理業務にかかる情報のぬ開）

第８ 条　施設の管理業務において指定喩え者が取扱う 情報について、南あわ じ市情報ぬ

開条例（平成 １７ 年南あわ じ市条例第ｍ 号） にまづき 、情報ぬ開請求が なさ れた とき

は、 指定管ミ者は、これに協力 しな ければな らない。

（会計区分）　　　　　、

第９ 条　 范該管ＪＩＪ営事業に係る 会計 区分 は、 毎年 ４ｊ］１ 日よ り翌年３　Ｊ１　３１　日ま でと

し、 独・ した ぼ分経ＪＩを行わなければなら ない。

（事業翳告書の作成八び提 出）

第ｌｏ条　指定管ミ考は、南あわ じ市なの施鼈のｍ定せＪＩ考の指定の手続噂に関する灸。

例第 １０ 条の規定に基づき 、次 に掲 げる 事項 を髱載し た規ｍで定め る事業報告書 を作

成し 、毎年度終了 後、 ２ヶ ＪＩ　孤帆に市 に提ｍし なければなら ない。

（１ ）管理１業務の実施状況
－

怙禾｜」 篦状況八 び１ミ｜」鴇拒否等の件数蒹、び事 ぽ｜
１

顋　禾｜洲料金の Ｕ又入実績

㈲　 管肖１に係る 経戰の収支状疣

⑤　前倚に掲げる もののほか、 市長がＳＩ」 に定める事項

２　 指定喩を者は 、収 支に 関す る帳票そ の他事業 に係 る記録を 整備 し、 常に 経ＪＩ状況を

明ら かに して おく とと もに 、市が必要と 認め ると きは 、そ の状況を催告 しな ければな

らない。

３　 指定管理１者は。 事業の実施に售た り、 事故等が生じたと きは。指定管理者の責に帰

すべき事剴に よる と否 とを問わず、 遅滞なく 市にその状況を報告しなければなら ない。

（指定管ミ料の支払い）

第１１条　市は本業務の対価として、 指定管を者に対して指定管ＪＩ料を支すムう。
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２　 市が指定喩え牴に対して支払う 指ｔ管ＪＩ料について は、 ５３ １］途「年度協定」に定める

もの とす る。

（利 ＪＩ料金収入のな り扱い）

第１ ２条　指定管ミ者は、条例等に定 めが ある 場合、本施設 に係 る利用料金を 指定管ミ

者の １又入と して 、１又受する こと がで きる。

（利用料金の決定）

第１３条　禾｜ＪＪＩ料金は、指定管理者が、 条例に規定する利丿目料金め範回Ｆ大１ において定め

るも のと する。ただし、そ の決定八び改定についてはあら かじ め市の承諾を受け るも

のと する。

（財産の管週１）

第１４条　指定管ＪＩ者 は、 事業に係 る財産を善良な喩え者のは意を持っ て管ミし、事業

のミ営に使用する もの とす る。

２　 指定管ＪＩ者は、 市が支払 う筒弧に よっ て指定喩え者が取得しだ備品については速や

かに財産台帳に登載し、その状況を回らかに しておかなければなら ない。

３　 指定喩え者は、事業に係る財産を事業ミ営の 目的びタトに使ＪＩしてはならない。ただ

し、 市の承認 をう けた とき は、 この 限り でな い。

４　 指定管ミ１者 ば、 事業に係 る財産のぢ状、形質等 を変更し てはなら ない。た だし、市

の承認を受け たと きは、こ の限 りで ない。

５　 指定管ＪＩ者は、 天災地変その他の事故によ り施設に係る財産を滅失し、又は毀損し

たと きは、速やかにその状疣を市に報告しなければな らない。

（市の基本協定等の解除）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いヽ

第１ ５条　市は、指定管ミ者が次 の各号の いずれかに該 亶、する とＳめら れる 場合 には、

指定ｔＪＩ者に対 して害心によ Ｖ逼慨］した上で、基本協定八び年度協定を解除する こと

がで きる。

圃　 指定 管ＪＩ者 が指定管理者の責 に帰する 事亟によ り基本協定又 は年度協定に 定め

る事項を履行 しないと き、 ‾ヌ、は履行のＲｊきみがない と明 らかに認められる とき。

（２）指定管ＪＩ者が基本協定 、年度協定又 はＭＢ法令等 の条項に違縦 し、 かつ 、市 がキ目

售の期間を定めて催告 して も、 售該違反の状態が解消 されない とき。

（３）指定喩を者が協定を履行する 上で必・ とさ れる 資格のみｍし 、又 は停止を受けた

とき ｔびに事業実施能力が無い と判断さ れた とき。

２　 市又 は指定管 ＪＩ者は、こ の協定を解除 しよ うと する とき は、 ６ヶ ＪＩ 前ま でに相手方

に串 しｍなければなら ない。

（斜賠償）

第１６条　指定管Ｊミ者又はその使鴇人がその責めに帰する事剴によ り、 市又は第ミ者に

がし損害を与えた とき は、 指定管週１者は、 そのすべての損害を賠償しなければならな

Ｕｙ
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（Ｊ京状回復義務）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

第１７条　指定喩え者は、第 ４条に定める 指定期間が満了し たと き、 又は第１ ５条の規定

によ り１本協定等が解除さ れた とき は、 葹該施数又は鼈備を速やかに罌、状回復 しなけ

ればならない。ただし、市長の承認を得たと きは、こ のほ りではな い。

（リ スク 分担）

第１８条　管ｊｌ業務に関するリ スク分担については、 天災 ・暴動等によ る履行不能な時

は市の負担と する が、 その他管ミ運営上の経費等の赤字に関しては、指定管理者の負

担とする・。

（禁止事項）

第１９条　指定管理者は、基本協定を締結し生 じる権利義務によ る。 次のかかこ該肖す

る行為を してはな らない。 ただ し、 市の許湎Ｔを得た とき はこ の限 りではない。

（１）第ミ者にが し、 燮、該施戮のｊ＝む用、転貸又はこの協定による権利を譲渡、 継承若し

くは担保に供する こと。

（２）肖該施鼈の模様替え等、 現状に変更を加え る一回Ｊ の行為

（信義則）

第２０条　市茖、び指定管ＪＩ者は、 信義を重んじ、誠実に基本協定を履行しなければなら

ない。

（疑義等の決定）

第２１条　基本協Ｉ定に定めのない事項八びＪぬ本協定に関 し疑義が生じたと きは、市と指

定喩ミ者 とは誠意 を４考っ て協議を行い、こ れを決定する もの とす る。

（ち該事業年度に おけ る協 定）

第２２条　この ＪＩ本協定の発効 によ り、 肖該事業年度 にお ける 事項につ いて は、 Ｓｊ に年

度協定書を締結す る。

市と 指定管班１者 とは 、こ の基本協定の締結 を証する ため 、本書２ 通を 作成 し、 虱方記

ネ捺印の 上、 それぞれ各１ 通を保有する。

令和　 ３年　 ４Ｊ１　 １日

市　　 兵庫県南あわ じ市市善光寺 ２　２’ 番Ｊき１

南あわじ市長　　 守　本　憲　私

指定喩週危　　叺庫県南あわ じ市阿那徹１ ４６ ３参加６

南あわじ漁業協瞿］祖合

代表ＪＩ事組合員　小　 磯　富　１
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ｙ表第１ （第 ５条 関係）

ネ　　　　称 位　　　　置 面　積　等

釣台 南あわじ市Ｖへ耶賀

丸ＬＩ」 弁天粫周ｍ

４５ ０， ００纖

連絡橋 ４７ ．００ｎ子

歩道 ２１ ９． １５ ｎぜ

管七匹 ８． ００岷

圭産物直豊所 南あわじ市嫣聚賀 １５０６ 番地の２ ４８８、 ００岷

漁業活性化セ ンター 南あわじ市ＦＴ私賀１５０６番地の１ ２３ ６． 膸岷
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南あわじ市丸 ＬＬＩ海ダＪ りぬ園・ 生産物直売所 「魚彩館」ノ・

丸χ．ＬＩ漁業き性化センター

指定管を者年度協定書 （案）

令和 ３年 ４Ｊモ１ １日

南あわじ市
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南あわじ市丸ＬＵ海ダＪり ぬ回 ・生産物直売所「魚彩館」 ・丸 ＬＬＩ漁業活性化センター
指定管理者年度協定書 （案）

南あ わじ 市（ぶ下 「市」と いう 。） と南 あわ じ漁業協 回組合（ぶ下 「指 定管ミ者」とい

う。 ）と は、 南あ わじ市九 ＬＬＮ海おり な園 ・生産物直売所「魚彩館」 ・九 ば」 漁業活性化セン

ター （鉢下［施数］と いう 。） 管をを営事業 （鉉下「 事業」と いう 。） の実施に つい て締

結した南あわ じ市祉Ｉ」海めり な回 ・生産物直売所「魚彩館」 ・九 け」漁業活申生イヒセ ンクー施

設指定管週１者ＪＩ本協定 「孤下りｉ本協定」と いう 。） に基づき 。售該事業年度におけ る協

定（駄下 「年度協定」 とい う。 ）を締結する。

（年度協定の 目的）

第１ 条　 年度協定は、 を歇のＷＪＩ業務 （莎下「本業務」 とい う。 ）の各年度の業務刺容八
ヨ

び本業務の実施の対価 とし て支払われる 指定管ｊｌ料を定める こと を目 的と する もので

ある。

（年度協定の 期間）

第２ 条　 この年度協定の期 間は、令和３ 年４ Ｊ１ １日 から 令和 ４年 ３１ ３１ 日ま でと する。

（業務Ｆ大１ 容）

第３ 条　 市八 び指 定管ミ者 は。 令和 ３年度の 業務 甄容 は、 基本協定第５ 条八 び南 あわじ

市海梦営）な園条例（平成 １７ 年南あわ じ市条例第１５２ そ） 第１０条第２ 項、 南あわじ市

生産物直売所条例 （平成１７年南あわじ市条例第 １５３号）第 ３条第２ 項、 南あわじ市九日』

漁業活性化セ ンター条例（平成 １７ 年南あわ じ市条例第ｉ５４　１） 第９ 条第 ２項に定めると

おり であるこ とを確認する。

（指定管理料）

第４ 条　 市は、本事業の筒価と して 、金 ４， ２００， ０ＤＯ円 を指定喩を者に支社う もの とす る。

（疑義等の決定）

第５ ま　 年曳岌定に定めの牡い事項｀欧び年生祖定に回し疑義が生 じた と釡は、 市と聡ｔ
管理者と は誠意を持っ て協議を行い、こ れを決定する もの とす る。

市と 指定管週１者 とは、こ の年度協定の締結を証するため、本書２ 亟をイヤ成し、双力Ｒ

名押印の上、 それぞれ各１ ｊを保有する。

令和　 ３年　 ４Ｊ１　 １日

市 兵庫県南あわ じ市市善光寺 ２２ 番地１

南あわじ市

イ气麦者　南あわじ市Ｊを　 守本　憲弘

指定管ミ者　　兵庫県南あわ じ市回・賀１ ４６ ３番丿七６

南あわじ漁業協回組合

代表 ＪＩ事組合長　　　 小　 磯　 富　男
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